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病の有病率が増加し、 BMI(body mass index)と，[，性脂肪値が上昇していた(高血圧:1期，
39%.2期， 47%.3期， 50%.P=0.0037.糖尿病:1 j乳24%.2期， 24%.3期， 32%. P=0.0131. 



























圧、糖尿病の有病率が増加し、 BMI(body mass index)と中性脂肪値が上昇していた(高血圧.
1期， 39%.2期， 47%.3期， 50%.Pニ0.0037.糖尿病:1期， 24%.2期， 24%.3期， 32%.
Pニ0.0131.BMI: 1期，24.1土3.1.2期， 24.2士3.2.3 j~J， 25.0士3.5.Pニ0.0006.中性脂肪:1期，
122.7士79.9.2期， 136.8士88.9.3期， 148.4:t 107.9. P=0.0005.l。女性では後期高齢者(ミ75
歳)で糖尿病の増加を認めた。一方、男女とも家族歴を有する患者が減少しており、遺伝的
背景より、生活習慣の影響が強まっていることが示唆された。男性では依然として喫煙率
が高く、特に若年男性では喫煙率が 70%台であった。さらに男性、 I特に若年男性患者では
メタボリツクシンドロームを有する割合が増加していた。
結論として、女性患者では、冠危険因子に対する治療が男性より普及しているが、十分
ではなく、心筋梗家発症率減少には至っていなかった。男性では冠危険因子の治療が著し
く不十分で、さらに若年層ではメタボリツクシンドロームの危険因子も加わり、心筋梗塞
発症率はむしろ増加していた。上記の結果から、より積極的な生活習俣病およびメタボワ
ック症候群に対する治療普及の重要性を述べた。
本論文は、心筋梗塞発症の危険因子の変遷を検討し、生活習慣病、メタボリツクシンド
ローム等の治療の重要性を多くの臨床データを下に指摘した臨床的に重要な論文であり、
学位論文に値すると判断します。
